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を HPAEs（high－performing Asian economies）と称して，その経済的成功を称えている。
２２６ 松山大学論集 第１７巻 第２号
基礎的経済指標 国 名 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９０－９５年平均 １９９６年 １９９７年
実質 GDP成長率
インドネシア ９．０ ８．９ ７．２ ７．３ ７．５ ８．２ ８．０ ８．０ －１０．０
タイ １１．７ ８．０ ８．１ ８．３ ８．８ ８．７ ８．４ ５．５ －１．５
韓国 ９．７ ９．２ ５．０ ５．８ ８．４ ９．０ ７．５ ７．１ －２．５
マレーシア ９．７ ８．８ ７．８ ８．４ ９．４ ９．４ ８．７ ８．６ ３．０
フィリピン ２．７ －０．２ ０．３ ２．１ ４．４ ４．８ ２．３ ５．５ ３．３
CPI上昇率
インドネシア ７．８ ９．０ ８．３ ９．３ ８．５ ９．３ ８．７ ６．５ １１．６
タイ ５．９ ６．０ ３．８ ３．６ ５．３ ５．０ ４．９ ５．８ ５．６
韓国 ８．６ ９．０ ６．４ ５．２ ５．７ ４．７ ６．６ ４．５ ４．７
マレーシア ２．７ ４．０ ４．８ ３．７ ３．５ ６．０ ４．１ ３．５ ２．６
フィリピン １４．２ １９．０ ８．４ ７．８ ９．４ ７．９ １１．１ ８．４ ５．１
貯蓄率
（対 GDP比）
インドネシア ３２．３ ３３．５ ３５．３ ２７．６ ２９．１ ２８．５ ３１．１ ２７．３ ２９．９
タイ ３４．３ ３６．１ ３６．０ ３４．９ ３４．７ ３３．６ ３４．９ ３３．７ ３２．９
韓国 ３６．２ ３６．４ ３５．２ ３５．４ ３５．０ ３５．２ ３５．６ ３３．７ ３３．１
マレーシア ３３．４ ３３．５ ３６．５ ３７．７ ３８．８ ３９．５ ３６．６ ４２．６ ４３．８
フィリピン １８．７ １６．６ １４．９ １５．２ １７．０ １６．８ １６．５ １８．５ ２０．３
経常収支
（対 GDP比）
インドネシア －２．６ －３．３ －２．０ －１．３ －１．６ －３．５ －２．４ －３．４ －３．６
タイ －８．５ －７．７ －５．７ －５．１ －５．７ －８．１ －６．８ －７．９ －２．２
韓国 －０．７ －２．８ －１．３ ０．３ －１．０ －１．８ －１．２ －４．８ －３．２
マレーシア －２．０ －８．９ －３．８ －４．５ －５．９ －１０．２ －５．９ －４．９ －４．７
フィリピン －６．１ －２．３ －１．９ －５．５ －４．６ －２．７ －３．８ －４．７ －４．０
財政収支
（対 GDP比）
インドネシア －１．１ －０．６ －０．４ －０．６ ０．２ ０．３ －０．４ ０．０ １．０
タイ ４．５ ４．７ ２．８ ２．１ １．８ ２．６ ３．１ ２．３ －１．５
韓国 －０．７ －１．６ －０．５ ０．６ ０．３ －０．２ －０．４ －０．２ ０．３
マレーシア －４．８ －４．４ －４．２ ０．２ ２．４ １．０ －１．６ ０．７ １．８
フィリピン －３．５ －２．１ －１．２ －１．５ １．１ ０．６ －１．１ ０．３ ０．１
対外債務
（対 GDP比）
インドネシア ５０．９ ５０．９ ５０．５ ４５．３ ４５．２ ４３．４ ４７．７ ３８．９ n. a
タイ ９．５ ９．７ １０．５ １０．５ １０．７ ９．４ １０．０ １１．２ １５．０
韓国 ３３．２ ３３．４ ２９．０ ３２．１ ３１．９ ３２．２ ３２．０ ２８．８ ２９．１
マレーシア ２３．２ ２３．８ ２２．４ ２０．９ ２２．２ ２０．１ ２２．１ １９．８ ２５．０
フィリピン ５７．１ ５８．２ ５０．３ ５４．６ ５０．７ ５０．９ ５３．６ n. a. n. a
外貨準備高
（対輸入比）
インドネシア ５．３ ６．１ ７．５ ７．９ ６．４ ５．６ ６．５ ６．１ ４．５
タイ ５．８ ６．４ ７．０ ７．５ ７．５ ７．０ ６．９ ６．６ ５．３
韓国 ２．７ ２．２ ２．７ ３．１ ３．２ ３．１ ２．８ ２．８ ２．０
マレーシア ４．５ ３．９ ５．６ ７．６ ５．５ ４．２ ５．２ ４．３ ３．８
フィリピン ２．０ ４．４ ４．４ ４．０ ４．０ ３．５ ３．７ ４．４ ３．６
表１ 東アジア諸国の基礎的経済指標の推移








































































７）Steven Radelet and Jeffrey Sachs（２０００）, p.１０６.
１９９４ １９９５ １９９６ １９９７a） １９９８b）
Current account balance －２４．６ －４１．３ －５４．９ －２６．０ １７．６
External financing, net ４７．４ ８０．９ ９２．８ １５．２ １５．２
Private flows, net ４０．５ ７７．４ ９３．０ －１２．１ －９．４
Equity investment １２．２ １５．５ １９．１ －４．５ ７．９
Direct equity ４．７ ４．９ ７．０ ７．２ ９．８
Portfolio equity ７．６ １０．６ １２．１ －１１．６ －１．９
Private creditors ２８．２ ６１．８ ７４．０ －７．６ －１７．３
Commercial banks ２４．０ ４９．５ ５５．５ －２１．３ －１４．１
Nonbank private creditors ４．２ １２．４ １８．４ １３．７ －３．２
Official flows, net ７．０ ３．６ －０．２ ２７．２ ２４．６
International financial institutions －０．４ －０．６ －１．０ ２３．０ １８．５
Bilateral creditors ７．４ ４．２ ０．７ ４．３ ６．１
Resident lending/other, net c） －１７．５ －２５．９ －１９．６ －１１．９ －５．７















































インドネシア ４４．５ ８．９ ６．７ ２８．８ ２７．６ １４．７ １．９
マレーシア １６．８ ４．４ ２．１ １０．１ ７．９ ２３．９ ０．３
フィリピン ８．３ ２．２ ２．７ ３．４ ４．１ ７．８ ０．５
タイ ６２．８ ２５．８ ２．３ ３４．７ ４３．６ ３７．０ １．２
韓国 ７７．５ ５０．０ ６．２ ２１．４ ５４．３ ３２．７ １．７
計 ２０９．９ ９１．３ ２０．０ ９８．４ １３７．５ １１６．１ １．２
１９９６年末
インドネシア ５５．５ １１．７ ６．９ ３６．８ ３４．２ １９．３ １．８
マレーシア ２２．２ ６．５ ２．０ １３．７ １１．２ ２７．１ ０．４
フィリピン １３．３ ５．２ ２．７ ５．３ ７．７ １１．７ ０．７
タイ ７０．２ ２５．９ ２．３ ４１．９ ４５．７ ３８．７ １．２
韓国 １００．０ ６５．９ ５．７ ２８．３ ６７．５ ３４．１ ２．０
計 ２６１．２ １１５．２ １９．６ １２６．０ １６６．３ １３０．９ １．３
１９９７年
６月末
インドネシア ５８．７ １２．４ ６．５ ３９．７ ３４．７ ２０．３ １．７
マレーシア ２８．８ １０．５ １．９ １６．５ １６．３ ２６．６ ０．６
フィリピン １４．１ ５．５ １．９ ６．８ ８．３ ９．８ ０．８
タイ ６９．４ ２６．１ ２．０ ４１．３ ４５．６ ３１．４ １．５
韓国 １０３．４ ６７．３ ４．４ ３１．７ ７０．２ ３４．１ ２．１
計 ２７４．４ １２１．８ １６．７ １３６．０ １７５．１ １２２．２ １．４
１９９７年末
インドネシア ５８．４ １１．７ ６．９ ３９．８ ３５．４ １６．１ ２．２
マレーシア ２７．５ ９．８ １．７ １５．９ １４．６ ２０．８ ０．７
フィリピン １９．７ １．８ ０．５ １．６ １１．９ ７．１ １．７
タイ ５８．８ １７．８ １．８ ３９．２ ３８．８ ２６．１ １．５
韓国 ９４．２ ５６．０ ４．０ ３４．２ ５９．４ ２０．４ ２．９






























８）Steven Radelet and Jeffrey Sachs（２０００）, pp.１１６－１１８.
９）Barry Eichengreen and Richard Hausmann（１９９９）, p.３.























































１２）Steven Radelet and Jeffrey Sachs（２０００）, p.１３５.及び高安健一（２００５年）,１５０－１５１ページ。






























１３）Gordon de Brouwer（１９９９）, pp.１１－１４.
１４）なぜ途上国において直接金融が中心となるかについての説得力のある説明については，
吉富勝（２００３年），第３章を参照。






















































１６）Steven Radelet and Jeffrey Sachs（２０００）. pp.１４０－１４１.

























１７）以下の説明は，Steven Radelet and Jeffrey Sachs（２０００）に負うところが大きい。
１８）J.サックスなどは，こうした IMFのやり方を，「まずいアプローチ」（poorly－thought－out



















































































２４）Joseph E. Stiglitz（２００１）, pp.１８４－１９３.























































いる（Gordon de Brouwer（１９９９）, p.３１）。
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